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重
じゅう

要
よ う

な 

ある日
にち

曜
よう

日
び

，ビショップが，ステークで特
とく

別
べつ

な取
と

り組
く

みが行
おこな

わ
れると発

はっ

表
ぴょう

しました。ステークの会
かい

員
いん

は 60 日
にち

の間
あいだ

に，神
しん

殿
でん

に
送
おく

ることのできる名
な

前
まえ

をできるだけ多
おお

く見
み

つけるというもので
す。目

もく

標
ひょう

は，合
ごう

計
けい

で 5,000 人
にん

の名
な

前
まえ

でした。 60 日
にち

の終
お

わり
には，お祝

いわ

いする盛
せい

大
だい

なパーティーが開
ひら

かれます。また，たくさ
ん名

な

前
まえ

を見
み

つけた人
ひと

たちは表
ひょう

彰
しょう

されることになっていました。
「ぼく，手

て

伝
つだ

いたい」と，教
きょう

会
かい

から家
いえ

に帰
かえ

るとハビが言
い

いまし
た。
「わたしも！」リリーも言

い

いました。
「今

いま

から始
はじ

めてみようか。」パパが言
い

いました。「夕
ゆう

食
しょく

までに，
どれだけ多

おお

くの名
な

前
まえ

を見
み

つけられるかな。」
ハビとリリーはリビングルームに急

いそ

ぎました。リリーは自
じ

分
ぶん

の携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

でファミリーサーチを開
ひら

き，ハビはパパのノートパソ
コンで作

さ

業
ぎょう

をしました。間
ま

もなく，ハビはひいおじいさんのきょ
うだいの記

き

録
ろく

を見
み

つけました。また，バプテスマを受
う

けていな
い 3 人

にん

の子
こ

供
ども

の名
な

前
まえ

もありました。ハビはうれしい声
こえ

を上
あ

げま
した。神

しん

殿
でん

に送
おく

る名
な

前
まえ

が 3 人
にん

見
み

つかったのです！
60 日

にち

間
かん

，ハビは自
じ

由
ゆう

時
じ

間
かん

のほとんどを家
か

族
ぞく

れきしについや
しました。学

がっ

校
こう

が終
お

わると，ほとんど毎
まい

晩
ばん

，名
な

前
まえ

をさがしまし
た。日

にち

曜
よう

日
び

には，家
か

族
ぞく

みんなで一
いっ

緒
しょ

に作
さ

業
ぎょう

しました。
60 日

にち

の終
お

わりに，ハビと家
か

族
ぞく

はパーティーに参
さん

加
か

するため
に教

きょう

会
かい

の建
たて

物
もの

に行
い

きました。タコスがあり，音
おん

楽
がく

が流
なが

れ，たく
さんの人

ひと

がいました。とても楽
たの

しい時
じ

間
かん

でした！

デイル・サール
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はメキシコでの出
で

来
き

事
ごと

です。

ハビは新
あたら

しいことを学
まな

ぶのが好
す

きです。野
や

球
きゅう

を習
なら

うのが好
す

きです。ギターを習
なら

うのも好
す

きです。新
あたら

しいビデオゲー
ムの遊

あそ

び方
かた

を学
まな

ぶのも好
す

きです。ですから，何
なに

か新
あたら

しいことを
学
まな

びたいかとパパに聞
き

かれたとき，ハビはじゅんび万
ばん

端
たん

でした。
ハビは，パパがノートパソコンを開

ひら

いて「ファミリーサーチ」
というサイトを開

ひら

くのをじっと見
み

ていました。
「先

せん

祖
ぞ

の名
な

前
まえ

の見
み

つけ方
かた

を教
おし

えてあげるよ」と，パパは言
い

いま
した。「先

せん

祖
ぞ

たちの多
おお

くはずっと昔
むかし

に生
い

きていたけど，福
ふく

音
いん

を知
し

らなかったんだよ。名
な

前
まえ

を見
み

つけたら，神
しん

殿
でん

に行
い

ってその人
ひと

た
ちのためにバプテスマを受

う

けることができるんだ。そうすれば，
その人

ひと

たちは福
ふく

音
いん

を受
う

け入
い

れる機
き

会
かい

をえられるんだよ。」
ハビは自

じ

分
ぶん

がバプテスマを受
う

けたときに，どんなに良
よ

い気
き

持
も

ちがしたかを思
おも

い出
だ

しました。先
せん

祖
ぞ

が同
おな

じ気
き

持
も

ちを感
かん

じられる
ように助

たす

けることができるのなら，その方
ほう

法
ほう

を学
まな

びたいと思
おも

い
ました。

ハビは，パパが何
なに

をすればよいか教
おし

えてくれるのを見
み

ていま
した。それから，パパはハビにノートパソコンをわたしてくれま
した。「ハビの番

ばん

だよ！」
ハビはニヤリと笑

わら

いました。あちこちクリックして，名
な

前
まえ

と日
ひ

付
づけ

を読
よ

む練
れん

習
しゅう

をしました。これがハビの家
か

族
ぞく

です！
それからの何

なん

日
にち

かの間
あいだ

，ママとパパは，ハビが家
か

族
ぞく

れきし活
かつ

動
どう

についてさらに学
まな

ぶのを手
て

伝
つだ

ってくれました。お姉
ねえ

さんのリ
リーも学

まな

び始
はじ

めました。とても重
じゅう

要
よう

なクエストがあるビデオ
ゲームをしているような気

き

分
ぶん

でした！

そしていよいよ，ステーク会
かい

長
ちょう

が立
た

ち上
あ

がりました。
「わたしはみなさんをほこりに思

おも

っています」と，ステーク会
かい

長
ちょう

は言
い

いました。「わたしたちのステークは，神
しん

殿
でん

に出
だ

すために
10,000 人

にん

もの名
な

前
まえ

を見
み

つけました！」
みんなが歓

かん

声
せい

を上
あ

げました。ハビは目
め

を丸
まる

くしました。目
もく

標
ひょう

の 2 倍
ばい

です！
その後

あと

，ステーク会
かい

長
ちょう

が優
ゆう

勝
しょう

した人
ひと

たちを発
はっ

表
ぴょう

しました。大
お と な

人
の優

ゆう

勝
しょう

者
しゃ

はハビの知
し

らない女
おんな

の人
ひと

でしたが，青
せい

少
しょう

年
ねん

の優
ゆう

勝
しょう

者
しゃ

は
リリーでした！
「さて，次

つぎ

は子
こ

供
ども

たちです。 216 人
にん

の名
な

前
まえ

を送
おく

った人
ひと

がいま
す」と，ステーク会

かい

長
ちょう

は言
い

いました。会
かい

衆
しゅう

が大
おお

きな拍
はく

手
しゅ

をしたの
で，ハビはステーク会

かい

長
ちょう

が次
つぎ

に言
い

ったことが聞
き

き取
と

れませんで
した。

お父
とう

さんがハビをつつきました。「ハビ，君
きみ

の名
な

前
まえ

がよばれた
よ。」

ハビは信
しん

じられませんでした。ほんとうに 216 人
にん

もの名
な

前
まえ

を送
おく

ったのでしょうか？
ハビは前

まえ

に歩
ある

いて行
い

きました。ステーク会
かい

長
ちょう

が握
あく

手
しゅ

をして
しょうじょうを手

て

わたすと，ハビは満
まん

面
めん

の笑
え

みをうかべました。
ハビの名

な

前
まえ

が書
か

いてあります！
「優

ゆう

勝
しょう

した気
き

分
ぶん

はどうですか」と，ステーク会
かい

長
ちょう

がたずねまし
た。
「すごくいい気

き

持
も

ちです」と，ハビは言
い

いました。
優
ゆう

勝
しょう

はとても良
よ

い気
き

分
ぶん

でした。そして，たくさんの人
ひと

を助
たす

ける
方
ほう

法
ほう

を学
まな

べて，ほんとうに良
よ

い気
き

持
も

ちがしました！ ●

クエスト  
ハビはファミリーサーチで 

5000 人
にん

の名
な

前
まえ

を見
み

つける助
たす

けが 
できるでしょうか？
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